
■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

一

）

■

 

 
紅

梅

で

あ

つ

た

か

も

し

れ

ぬ

荒

地

の

橋 

飯

島

晴

子 

（

句

集

『

朱

田

』
） 

 

先

週

の

土

曜

日

、

現

代

俳

句

協

会

の

全

国

大

会

に

大

阪

ま

で

出

掛

け

た

。

楽

し

み

は

い

く

つ

か

あ

っ

た

が

、

一

番

の

目

玉

は

金

子

兜

太

の

講

演

で

あ

っ

た

。

残

念

な

が

ら

兜

太

先

生

の

講

演

は

ご

本

人

の

体

調

不

良

で

急

遽

中

止

に

な

っ

た

が

、「
代

打

」
宮

坂

静

生

の

講

演

も

内

容

豊

か

で

、「
熱

演

」

の

う

ち

に

一

時

間

は

あ

っ

と

い

う

間

に

過

ぎ

た

。 

 

そ

の

講

演

の

枕

に

関

西

出

身

と

し

て

紹

介

さ

れ

た

の

が

、

飯

島

晴

子

と

こ

の

作

品

で

あ

っ

た

。
「
地

貌

俳

句

」
に

絡

め

て

の

引

用

で

も

あ

っ

た

が

、

解

説

を

聞

い

て

別

な

部

分

で

驚

い

た

。

こ

の

句

は

「

鉱

毒

で

壊

滅

し

た

旧

谷

中

村

周

辺

で

の

作

」

と

い

う

で

は

な

い

か

。 

蛇

足

だ

が

、

本

句

の

解

釈

は

「

荒

地

に

小

さ

な

古

い

木

橋

が

か

か

っ

て

い

る

。

こ

の

橋

の

木

は

、

も

と

は

（

情

緒

豊

か

な

）

紅

梅

だ

っ

た

か

も

し

れ

ぬ

」

と

い

う

ほ

ど

の

も

の

だ

。
私

流

に

言

え

ば

、
「
木

橋

」
に

触

発

さ

れ

て
「

紅

梅

」

を

幻

視

し

た

作

。
作

者

の

出

身

を

思

え

ば

、
「
紅

梅

＝

京

の

情

緒

＝

季

語

の

雅

な

原

風

景

」

を

作

者

の

内

部

で

否

定

せ

ざ

る

を

得

な

く

さ

せ

る

ほ

ど

、

東

国

の

「

荒

地

」

は

無

惨

な

姿

を

晒

し

て

い

た

の

だ

ろ

う

。 

そ

れ

に

し

て

も

、
「

古

い

木

橋

」
か

ら
「

紅

梅

」
を

引

き

寄

せ

る

感

性

は

比

類

な

く

豊

か

だ

。

私

自

身

も

同

地

で

毎

年

の

よ

う

に

句

作

を

重 

ね

て

き

た

が

、

さ

す

が

に

「

紅

梅

」

に

は

辿

り

つ

か

な

か

っ

た

。

眼

前

の

モ

ノ

（

＝

木

橋

）

に

は

そ

の

奥

に

本

来

の

姿

（

＝

紅

梅

の

木

）

が

原

風

景

的

に

凛

と

し

て

顕

つ

。

俳

句

で

言

う

「

モ

ノ

を

見

る

」

と

い

う

の

は

、

こ

の

不

可

視

の

奥

行

き

を

感

受

し

、

モ

ノ

の

変

容

を

自

分

の

心

象

風

景

の

中

に

見

届

け

る

こ

と

だ

、

と

改

め

て

教

え

て

い

た

だ

い

た

よ

う

な

気

が

す

る

。 

 

『

朱

田

』
（

昭

和

五

一

年

・

永

田

書

房

刊

）
を

手

に

し

た

の

は

学

生

時

代

。

そ

の

頃

、

仲

間

た

ち

と

飯

島

晴

子

指

導

の
「

鷹

」
の

支

部

句

会

に

一

度

参

加

し

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

作

者

の

句

は

好

き

だ

っ

た

が

、
『
飯

島

晴

子

集
（

自

選

百

句

選

）
』
（

一

九

八

七

年

・

牧

羊

集

刊

）

を

読

み

落

し

て

い

た

ら

し

い

。

さ

っ

そ

く

古

書

を

取

り

寄

せ

た

が

、

思

わ

ぬ

き

っ

か

け

か

ら

新

た

な

感

激

に

浸

っ

て

い

る

。

や

は

り

大

阪

に

行

っ

て

よ

か

っ

た

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

平

成

二

四

年

一

〇

月

二

九

日

） 

   



 
■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

二

）

■ 

 
神

も

あ

と

た

れ

て

千

歳

を

月

か

な

し 

其

桃

翁 

（

赤

間

神

宮

句

碑

） 

 

先

日

、

中

村

石

秋

さ

ん

の

「

其

桃

」

八

十

周

年

記

念

大

会

に

下

関

を

訪

れ

た

と

き

に

、

二

日

目

の

吟

行

会

で

出

遭

っ

た

句

で

あ

る

。

二

日

目

は

降

っ

た

り

や

ん

だ

り

で

、

風

が

強

く

冷

え

込

ん

だ

一

日

と

な

っ

た

。 

其

桃

翁

と

は

、

西

尾

其

桃(

に

し

お

き

と

う)

（

一

八

六

八

～

一

九

三

一

）
。
現

在

の

神

戸

市

垂

水

句

奥

畑

に

生

ま

れ

、

後

に

下

関

に

移

住

。

医

家

と

し

て

の

生

業

の

傍

ら

美

濃

派

の

俳

諧

を

広

め

、

俳

句

機

関

紙

『

其

桃

』

を

興

し

た

。

無

名

庵

十

七

世

（

追

号

）

で

も

あ

る

。

俳

誌

「

其

桃

」

は

、

こ

の

西

尾

其

桃

に

始

ま

り

、

西

尾

桃

支

、

西

尾

豊

、

中

村

石

秋

と

継

が

れ

て

今

日

に

至

っ

て

い

る

。 

さ

て

、

こ

の

句

は

、

赤

間

神

宮

の

七

盛

塚

（

平

家

一

門

の

墓

）

へ

の

入

口

の

山

際

に

立

つ

句

碑

に

刻

ま

れ

て

い

た

も

の

。
赤

間

神

宮

は

、
幼

帝
・
安

徳

天

皇

を

祀

っ

て

い

る

。

壇

之

浦

の

戦

い

に

敗

れ

、

祖

母

・

二

位

尼

（

平

時

子

）

に

抱

き

上

げ

ら

れ

、
「
波

の

底

に

も

都

の

候

ふ

ぞ

」
と

慰

め

ら

れ

て

入

水

す

る

場

面

は

、

平

家

物

語

の

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

で

も

あ

る

。 

こ

の

句

碑

の

意

味

に

つ

い

て

は

、

ま

だ

不

明

な

と

こ

ろ

も

あ

る

が

、

赤

間

神

宮

の

句

碑

の

な

か

で

一

番

印

象

が

深

か

っ

た

。
お

お

よ

そ

の

句

意

は

、
「
神

も

そ

の

跡

に

お

降

り

に

な

り

、

以

降

千

年

を

月

の

光

が

照

ら

し

て

い

る

の

も

悲

し

い

こ

と

よ

」

と

で

も

な

ろ

う

か

。

お

そ

ら

く

は

、

安

徳

天

皇

の

入

水

等

を

意

識

し

て

詠

ま

れ

た

も

の

か

と

思

う

。 

こ

の

句

は

、

単

な

る

眼

前

の

風

景

を

捉

え

た

客

観

写

生

で

な

い

こ

と

は

も

ち

ろ

ん

だ

が

、

単

な

る

叙

事

詩

で

も

な

い

。
「

神

も

あ

と

（

＝

跡

）

た

れ

て

（

＝

垂

れ

て

）
」

の

部

分

に

想

像

力

が

働

き

、
「
千

歳

を

月

か

な

し

」
部

分

は

主

情

的

で

あ

る

。
「

た

れ

て

」

の

一

語

の

示

す

垂

直

性

の

中

に

、

お

の

ず

か

ら

壇

ノ

浦

の

海

中

の

「

都

」

へ

月

光

が

降

り

注

ぐ

さ

ま

が

見

え

る

。

ま

た

、

不

可

視

の

神

を

感

じ

取

り

な

が

ら

、

想

像

力

を

駆

使

し

て

「

入

水

そ

の

後

」

の

時

間

を

「

千

歳

」

の

誇

張

表

現

に

よ

っ

て

定

着

さ

せ

た

。

こ

う

し

て

、

編

み

直

さ

れ

た

大

き

な

時

空

の

物

語

性

が

、

作

者

の

心

の

中

に

棲

み

つ

き

始

め

た

の

で

あ

る

。

悲

史

を

見

つ

め

た

な

か

な

か

大

き

な

作

品

で

は

な

い

か

。 
 

（

平

成

二

四

年

十

一

月

二

八

日

） 

  

 



 
■ 
続

・

ら

く

だ

日

記

（

三

）

■

 

 

艦

と

い

ふ

大

き

な

棺

沖

縄

忌 
 

文

挾

夫

佐

恵 

（

句

集

『

白

駒

』
）

 

 

文

挾

さ

ん

の

第

七

句

集

『

白

駒

』

が

昨

年

暮

に

刊

行

さ

れ

た

。

こ

の

一

月

に

は

白

寿

を

迎

え

ら

れ

た

が

、

こ

の

句

集

に

収

め

ら

れ

た

六

年

間

の

四

百

五

十

六

句

は

、

ひ

と

こ

と

で

言

え

ば

「

深

く

す

こ

や

か

」
。

九

十

歳

を

超

え

て

の

瑞

々

し

い

「

生

」

の

感

覚

と

、

一

世

紀

を

生

き

抜

い

て

き

た

思

い

の

深

ま

り

が

、

自

然

な

息

づ

か

い

と

な

っ

て

一

句

を

生

む

。
「

い

ま

」
か

ら

未

来

へ

過

去

へ

と

、
複

合

的

な

目

を

心

の

中

に

持

ち

な

が

ら

、

自

在

に

晩

年

の

心

象

風

景

が

編

ま

れ

る

。
「

艦

」

は

「

ふ

ね

」

で

は

な

く

「

か

ん

」

と

読

む

そ

う

だ

。

字

義

は

「

い

く

さ

ぶ

ね

」

だ

が

、

こ

の

文

字

か

ら

は

近

代

的

な

軍

艦

を

思

う

の

が

自

然

で

あ

ろ

う

。

も

ち

ろ

ん

、

沖

縄

戦

で

「

艦

」

と

い

え

ば

、

真

っ

先

に

思

い

浮

か

ぶ

の

は
「

大

和

」
だ

。
だ

が

、
こ

の

句

で

は

「

大

和

」

で

は

な

く

一

般

的

に

「

艦

」

と

言

っ

た

た

め

に

、
「

大

和

」

以

外

の

自

国

の

戦

艦

に

も

思

い

が

拡

が

る

。

さ

ら

に

勇

み

足

を

承

知

で

言

え

ば

、

敵

の

軍

艦

ま

で

含

意

は

取

込

み

可

能

だ

。

ど

の

「

艦

」

に

も

兵

と

し

て

乗

っ

て

い

た

の

は

、

多

く

が

純

粋

な

若

者

だ

。

さ

ら

に

、

そ

の

先

に

見

え

て

く

る

の

は

「

沖

縄

」

自

体

で

あ

る

。
（

本

土

防

衛

の

た

め

に

）

島

に

閉

じ

込

め

ら

れ

多

数

の

犠

牲

者

を

出

し

た

「

沖

縄

」

こ

そ

紛

れ

も

な

い
「

艦

」（
＝

大

き

な

棺

）
で

あ

っ

た

。「
艦

」

は

「

沖

縄

忌

」

の

本

質

で

も

あ

っ

た

と

も

言

え

る

。

文

体

的

に

は

、
「
艦

と

い

ふ

大

き

な

棺

」
は
「

戦

艦

は
（

大

き

な

）

棺

の

ご

と

し

」
と

書

く

こ

と

も

で

き

る

。
「

ご

と

し

」
と

直

喩

を

用

い

る

と

、

棺

の

形

態

が

ま

ず

見

え

て

く

る

。

棺

を

比

喩

の

対

象

に

し

た

誇

張

法

と

も

言

え

る

。

そ

れ

に

対

し

て

、
「

艦

と

い

ふ

大

き

な

棺

」

の

方

は

、
「

艦

」

の

本

質

を

思

索

し

た

よ

う

な

深

み

が

感

じ

ら

れ

る

。

こ

の

句

は

客

観

写

生

で

は

な

い

。

沖

縄

戦

の

「

艦

」

を

心

の

奥

に

据

え

、

「

死

」

の

あ

り

方

を

形

態

的

に

も

意

味

的

に

も

通

底

す

る

「

棺

」

を

も

っ

て

、

可

視

化

し

た

も

の

だ

。

心

象

を

意

味

的

に

組

み

立

て

可

視

化

し

て

ゆ

く

作

業

は

、

石

原

八

束

の

内

観

造

型

に

通

じ

る

。

戦

争

と

い

う

も

の

は

、

雄

々

し

く

軍

艦

（

や

戦

闘

機

や

戦

車

な

ど

）

を

建

造

さ

せ

る

が

、

そ

の

本

質

が

「

棺

」

で

あ

る

と

判

っ

た

時

、

予

め

組

み

込

ま

れ

た

悲

劇

性

と

人

間

の

愚

か

さ

が

如

実

に

浮

か

び

上

が

る

。

〈

炎

天

や

一

片

の

紙

人

間

ひ

と

の

上

に

〉〈
戦

死

と

は

何

な

り

し

満

つ

霜

の

声

〉

と

鎮

魂

の

思

い

を

詠

み

続

け

て

き

た

文

挾

さ

ん

の

白

寿

の

重

み

が

、

上

掲

の

句

に

は

結

論

の

よ

う

に

深

々

と

感

じ

ら

れ

る

。

 



■

続

ら

く

だ

日

記

（

四

）

■

 

 
さ

れ

ど

生

き

ん

桃

に

灯

影

の

一

つ

一

つ 

川

口

重

美 
 

（
『

川

口

重

美

句

集

』
）

 

  

私

の

句

集
『

天

樹

』
（

現

代

俳

句

協

会

刊

）
の

編

集

を

担

当

し

て

く

だ

さ

っ

た

劔

持

劔

二

さ

ん
（
「

港

」
同

人

）
と

暮

れ

に

酒

置

歓

談

し

て

い

た

と

こ

ろ

、「
川

口

重

美

っ

て

ご

存

知

で

す

か

。

夭

逝

し

た

東

大

出

の

俳

人

で

す

が

い

い

作

品

を

残

し

て

い

ま

す

よ

」

と

ご

教

示

い

た

だ

い

た

。

次

に

打

合

せ

で

お

会

い

し

た

折

、

劔

物

さ

ん

は

約

束

を

忘

れ

ず

に

『

川

口

重

美

句

集

』

を

持

参

し

、

貸

し

て

く

だ

さ

っ

た

。

上

掲

の

句

は

二

十

四

句

ほ

ど

共

感

句

を

書

き

抜

い

た

中

の

一

句

で

あ

る

。

 

 

川

口

重

美

は

、

大

正

十

二

年

下

関

市

に

生

ま

れ

早

く

に

両

親

を

失

う

。
そ

の

後

、
下

関

中

学

校

、
山

口

高

校

理

科

、

東

京

帝

大

第

二

工

学

部

建

築

学

科

と

進

み

、

そ

こ

で

東

大

第

二

工

学

部

俳

句

研

究

会

に

参

加

す

る

。
「

ホ

ト

ト

ギ

ス

」

「

寒

雷

」
「

馬

酔

木

」
な

ど

の

投

句

に

加

え

て

、
昭

和

二

十

四

年

に

は

沢

木

欣

一

の

「

風

」

同

人

に

な

る

が

、

下

関

に

帰

り

、
二

十

四

年

四

月

に

二

十

五

歳

九

か

月

で

自

殺

す

る

。 

 

た

ま

た

ま

「

俳

句

」

三

月

号

の

連

載

エ

ッ

セ

ー

に

、

宇

多

喜

代

子

さ

ん

が

川

口

重

美

を

採

り

上

げ

て

い

る

。

幼

な

妻

と

の

結

婚

後

、

年

上

の

戦

争

未

亡

人

と

同

棲

し

や

が

て

心

中

へ

到

る

道

す

じ

や

代

表

作

品

な

ど

に

つ

い

て

、

詳

し

く

は
「

俳

句

」
の

本

文

に

譲

る

が

、
「

大

正

二

桁

か

ら

昭

和

一

桁

、

そ

れ

も

昭

和

五

年

生

ま

れ

ま

で

く

ら

い

の

青

年

た

ち

の

戦

後

は

、

精

神

の

バ

ラ

ン

ス

の

不

安

定

を

克

服

す

る

と

こ

ろ

か

ら

始

ま

っ

た

の

だ

」

と

の

一

文

は

、

い

ま

の

時

代

か

ら

は

次

第

に

見

え

に

く

く

な

っ

て

い

る

貴

重

な

発

言

だ

。

 

 

渡

り

鳥

は

る

か

な

る

と

き

光

り

け

り 
 

 

川

口

重

美

 

こ

の

句

は

た

し

か

に

川

口

重

美

の

代

表

句

に

違

い

な

い

が

、

発

想

が

見

え

や

す

い

気

も

す

る

。
「
俳

句

」
に

載

っ

て

い

な

い

句

で

私

の

好

き

な

句

を

付

け

加

え

る

と

、〈
白

服

の

笞

の

ご

と

く

に

佇

ち

に

け

り

〉〈
水

の

顔

を

水

が

流

る

ゝ

く

ろ

と

ん

ぼ

〉
〈

し

ん

し

ん

と

飢

う

る

こ

こ

ろ

や

蛇

殺

し

〉
〈

ま

く

な

ぎ

に

入

れ

た

る

こ

の

手

不

倫

の

手

〉

な

ど

。

青

年

の

背

徳

的

な

心

情

へ

の

吐

露

が

痛

々

し

い

ほ

ど

伝

わ

っ

て

く

る

。 

 

冒

頭

の

句

は

、
最

初

期
（

一

九

四

四

～

四

七

）
の

も

の

。

「

さ

れ

ど

」

の

含

意

す

る

も

の

は

謎

だ

が

、

生

へ

の

意

識

が

過

度

の

力

み

を

伴

っ

て

痛

々

し

い

。

そ

れ

で

も

灯

影

に

浮

か

ぶ

桃

の

一

つ

一

つ

の

穏

や

か

な

表

情

を

眺

め

な

が

ら

、

心

和

ら

ぐ

ひ

と

と

き

が

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。〈
中

年

や

遠

く

み

の

れ

る

夜

の

桃 

西

東

三

鬼

〉

の

暗

喩

性

と

は

一

味

異

な

る

「

桃

」

の

実

在

感

が

こ

の

句

に

は

あ

る

。

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記(

五)

■

 

 
邯

鄲

の

夢

と

も

空

を

ゆ

く

火

と

も 

石

原

八

束 

（

遺

句

集

『

春

風

琴

』
）

 

 

平

成

九

年

作

、

つ

ま

り

世

を

去

る

前

年

に

鈴

木

詮

子

の

死

を

悼

ん

で

十

四

句

を

詠

ん

だ

中

の

一

句

。「
盟

友 

鈴

木

詮

子

逝

く 

十

四

句

」

と

前

書

が

あ

る

。

他

の

句

は

〈

邯

鄲

の

啼

く

う

す

闇

に

魂

か

へ

る

〉〈
酒

癖

の

あ

と

の

ト

ラ

ジ

よ

燗

熱

し

〉
〈

君

の

死

に

ま

む

か

へ

ば

詩

(

う

た

)

生

き

る

秋

〉

〈

秋

の

う

た

十

ば

か

り

捧

げ

空

に

泣

か

む

〉

な

ど

。

鈴

木

詮

子

は

八

束

に

と

っ

て

い

か

に

大

事

な

存

在

で

あ

っ

た

か

。

俳

誌

「

秋

」

創

刊

以

来

、

詮

子

は

八

束

に

師

事

し

、

八

束

の

作

品

の

評

論

に

力

を

注

い

だ

。

 

何

度

か

句

会

後

の

酒

席

を

一

緒

に

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

が

、

晩

年

の

詮

子

さ

ん

が

あ

る

と

き

、
「

八

束

は

、
年

に

二

、
三

度

、

絶

対

に

敵

わ

な

い

と

思

う

ほ

ど

凄

い

選

を

す

る

時

が

あ

る

。

自

分

は

そ

れ

が

楽

し

み

で

句

会

に

出

て

い

る

」

と

仰

っ

た

。

こ

の

と

き

の

言

葉

は

、

自

分

が

い

ま

句

会

の

選

を

す

る

と

き

、

時

折

脳

裏

を

か

す

め

て

猛

省

を

促

す

の

で

あ

る

。

 

さ

て

、
上

掲

の

句

は

、
（

詮

子

の

一

生

は

）
邯

鄲

の

夢

で

あ

っ

た

と

も

、

空

を

飛

び

去

っ

て

ゆ

く

火

の

よ

う

で

も

あ

っ

た

、

と

言

う

の

で

あ

ろ

う

。

も

ち

ろ

ん

、
「

空

を

ゆ

く

火

」

は

詮

子

が

零

戦

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

だ

っ

た

こ

と

を

踏

ま

え

て

の

措

辞

と

も

思

え

る

が

、

そ

の

手

が

か

り

は

こ

の

句

の

中

に

ど

こ

に

も

見

当

た

ら

な

い

。

だ

か

ら

、

こ

の

読

み

を

あ

え

て

私

は

と

ら

な

い

。

 

さ

ら

に

、

こ

の

句

の

「

邯

鄲

の

夢

」

は

八

束

自

身

の

来

し

方

を

振

り

返

っ

て

の

感

懐

に

も

受

け

取

れ

る

。

自

ら

の

世

の

短

さ

を

儚

み

な

が

ら

、

中

空

を

過

ぎ

て

ゆ

く

詮

子

の

火

の

玉

（

＝

魂

）

に

別

れ

を

見

て

い

る

の

で

あ

る

。

 

い

ず

れ

に

せ

よ

、

こ

の

句

は

「

邯

鄲

の

夢

」

と

い

う

故

事

と

「

空

を

ゆ

く

火

」

の

合

成

で

あ

る

。

い

ず

れ

も

一

般

的

に

は

非

現

実

的

な

世

界

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

前

書

付

き

で

「

邯

鄲

の

夢

」

と

「

空

を

ゆ

く

火

」

が

並

記

さ

れ

る

と

、

八

束

が

い

ま

詮

子

の

「

邯

鄲

の

夢

」

に

自

ら

の

思

い

を

重

ね

、

そ

の

奥

に

あ

る

故

事

の

時

空

を

引

き

寄

せ

な

が

ら

眼

前

の

中

空

を

仰

ぎ

、

そ

こ

に

火

の

玉

（

＝

詮

子

の

魂

）

が

飛

び

去

っ

て

ゆ

く

よ

う

な

、

重

層

的

な

時

空

が

感

じ

取

れ

る

。

 

こ

の

句

の

「

邯

鄲

」

は

季

語

で

は

な

い

。

無

論

、

八

束

は

原

則

有

季

定

型

俳

句

の

主

張

者

で

あ

る

。

が

、

こ

の

句

に

お

い

て

は

、

自

然

に

出

来

上

が

っ

た

鎮

魂

の

思

い

を

優

先

さ

せ

た

の

で

あ

ろ

う

。

 

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

六

）

■

 

 
戦

争

が

廊

下

の

奥

に

立

っ

て

ゐ

た 

渡

邊

白

泉 
 

（

昭

和

一

四

年

作

）

 

  

愛

誦

し

て

い

な

が

ら

評

論

や

解

釈

な

ど

も

出

揃

っ

て

い

て

、
い

ま

さ

ら

書

く

こ

と

も

な

い

と

思

わ

れ

る

句

が

あ

る

。

だ

が

、

こ

の

辺

で

自

分

の

確

認

の

た

め

に

も

一

度

は

整

理

し

て

お

い

て

よ

い

だ

ろ

う

。

昨

秋

い

た

だ

い

た

『

疾

走

す

る

俳

句

～

白

泉

句

集

を

読

む

～

』（
中

村

裕

著
・
春

陽

堂

刊

）

を

拝

見

し

な

が

ら

、

そ

う

思

っ

た

の

で

あ

る

。

 

 

こ

の

擬

人

化

さ

れ

た

「

戦

争

」

の

大

も

と

は

「

歩

哨

」

や

「

官

憲

」

だ

っ

た

ら

し

い

が

、

こ

の

句

の

要

は

「

庶

民

の

家

の

薄

暗

い

廊

下

の

奥

に

ま

で

、

物

の

怪

の

よ

う

に

戦

争

が

侵

入

し

て

き

て

い

る

」
（

中

村

裕

・

本

文

よ

り

）
イ

メ

ー

ジ

作

り

に

よ

っ

て

、
「
戦

争

」
の

真

の

恐

怖

を

明

示

し

た

と

こ

ろ

に

あ

ろ

う

。

そ

れ

は

、

国

外

の

戦

場

で

の

死

と

の

正

対

の

み

な

ら

ず

、

銃

後

の

庶

民

生

活

の

中

に

も

、

貧

困

や

身

内

の

死

と

い

う

悲

し

み

に

加

え

て

、

国

家

総

動

員

体

制

の

名

の

も

と

に

言

論

統

制

、

弾

圧

な

ど

個

人

の

存

在

理

由

の

根

本

で

あ

る

「

自

由

」

の

強

制

が

瞬

く

間

に

影

の

よ

う

に

浸

透

す

る

と

こ

ろ

に

も

あ

る

。

 

方

法

論

的

に

は

、

い

き

な

り

「

戦

争

」

と

い

う

観

念

語

を

擬

人

化

し

て

イ

メ

ー

ジ

化

を

図

っ

た

効

果

が

出

て

い

る

。

「

戦

争

」

と

言

う

語

は

、

季

語

の

「

雪

月

花

」

と

同

じ

く

ら

い

、
社

会

的

に

も

文

芸

的

に

も

上

位

の

概

念

語

で

あ

る

。

当

時

二

十

六

歳

の

若

者

で

あ

っ

た

白

泉

は

、

い

き

な

り

こ

の

大

き

な

語

を

手

玉

に

取

っ

て

し

ま

っ

た

の

だ

。

こ

の

大

胆

な

擬

人

化

に

よ

り

、

当

時

白

日

に

晒

す

こ

と

が

禁

忌

に

近

か

っ

た

「

戦

争

」

の

本

質

と

恐

怖

を

、

ぬ

ら

り

と

し

た

影

と

共

に

視

覚

化

し

、

瞬

間

的

に

読

者

に

認

知

さ

せ

て

し

ま

っ

た

。

上

位

概

念

語

の

使

用

に

伴

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

化

や

ス

テ

レ

オ

タ

イ

プ

化

の

陥

穽

を

さ

え

、

白

泉

の

詩

想

は

す

る

り

と

通

り

抜

け

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

時

代

の

現

実

に

根

差

し

な

が

ら

も

、

通

俗

的

で

な

い

普

遍

性

を

得

た

と

こ

ろ

に

こ

の

句

の

非

凡

な

と

こ

ろ

が

あ

る

。

 

一

読

、

文

脈

の

意

外

な

展

開

に

瞬

時

に

惹

き

込

ま

れ

て

し

ま

う

が

、

再

度

ゆ

っ

く

り

と

音

韻

を

た

ど

り

直

せ

ば

、

鋭

利

な

上

五

の
「

さ

」
音

、
奥

闇

へ

引

き

込

む

中

七

の
「

お

」

音

、

あ

っ

け

ら

か

ん

と

し

た

下

五

の

「

た

」

音

が

順

次

に

働

き

、

心

理

的

な

揺

れ

を

引

き

出

す

。

口

語

的

な

シ

ャ

ー

プ

な

発

想

の

流

れ

と

、
「
ゐ

た

」
の

文

語

表

記

の

走

り

過

ぎ

な

い

視

覚

的

安

定

感

。

そ

の

ア

マ

ル

ガ

ム

が

生

ん

だ

絶

妙

な

心

理

的

陰

翳

の

中

に

、

社

会

批

評

が

文

芸

的

に

も

豊

か

な

暗

喩

性

を

得

た

の

で

あ

っ

た

。

 

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

七

）

■

 

 
ゆ

ゑ

な

く

て

言

持

た

ぬ

日

の

浮

氷 

鈴

木

八

洲

彦 

（

句

集

『

浮

氷

』
・

現

代

俳

句

協

会

刊

）

 

  

作

者

は

、

宮

城

県

松

島

在

住

の

「

俳

句

饗

宴

」

主

宰

。

一

昨

年

の

三

・

一

一

の

東

北

大

震

災

に

遭

遇

さ

れ

、

ご

心

痛

の

程

は

察

す

る

に

余

り

あ

る

。

代

々

引

き

継

が

れ

た

俳

誌

の

創

刊

七

百

号

を

目

前

に

し

て

、

こ

の

状

況

を

乗

り

越

え

よ

う

と

気

持

ち

を

奮

い

立

た

せ

て

纏

め

ら

れ

た

の

が

こ

の

句

集

で

あ

る

。

た

ま

た

ま

、

微

力

な

が

ら

本

句

集

編

集

の

お

手

伝

い

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

の

で

、

完

成

す

る

ま

で

の

数

か

月

間

、

私

自

身

も

上

掲

の

句

に

向

き

合

っ

て

問

答

を

繰

り

返

し

た

。

春

先

と

は

言

え

、

作

者

の

重

い

心

も

ち

が

し

ず

か

に

伝

わ

っ

て

く

る

句

と

し

て

、

心

か

ら

離

れ

な

い

日

が

続

い

た

の

で

あ

る

。

 

 

上

五

中

七

は

、

ひ

と

ま

ず

「

理

由

も

な

く

、

言

葉

な

ど

持

ち

合

わ

せ

な

い

一

日

で

あ

る

こ

と

よ

」

く

ら

い

の

意

で

あ

る

と

し

て

お

こ

う

。

で

は

、

な

ぜ

「

言

葉

を

持

た

ぬ

」

と

言

う

の

か

。

そ

れ

は

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

煽

る

世

間

一

般

の

励

ま

し

や

慰

め

の

言

葉

と

は

別

な

意

味

で

、

今

回

の

大

震

災

の

大

き

さ

の

前

に

、

俳

句

の

言

葉

の

無

力

感

を

思

い

知

ら

さ

れ

た

か

ら

で

は

な

い

か

。

自

覚

の

深

い

俳

人

な

ら

ば

こ

の

巨

大

災

害

に

対

し

て

現

代

俳

句

の

表

現

領

域
・
方

法

の

可

能

性

を

、
真

摯

に

追

い

求

め

る

は

ず

だ

が

、

そ

の

た

び

に

、

季

語

を

は

じ

め

と

す

る

言

葉

の

無

力

感

に

拉

が

れ

る

。
「

ゆ

ゑ

な

く

て

」
と

は

、
だ

か

ら

逆

説

的

な

前

提

部

と

受

け

取

れ

な

い

訳

で

も

な

い

。

 

 

と

こ

ろ

で

、
「

浮

氷

」

は

、

そ

の

日

に

張

っ

た

「

薄

氷

」

と

は

異

な

り

、

真

冬

か

ら

の

氷

が

、

春

先

の

暖

か

さ

で

少

し

溶

け

て

割

れ

、

水

面

に

浮

か

ん

で

い

る

も

の

。

氷

の

実

質

感

も

重

け

れ

ば

、

氷

解

け

と

言

っ

て

も

溶

け

き

る

に

は

日

数

が

か

か

る

。

さ

ら

に

、

今

回

の

震

災

で

は

、

魚

で

は

な

く

、

人

間

を

は

じ

め

多

種

の

生

物

の

命

が

押

し

流

さ

れ

た

ま

ま

閉

じ

込

め

ら

れ

て

い

て

、

氷

が

解

け

て

も

蘇

生

す

る

わ

け

で

は

な

い

。

そ

れ

を

思

う

と

、

春

の

兆

し

は

知

り

な

が

ら

も

、

心

の

奥

底

が

春

め

く

ま

で

に

は

ま

だ

ま

だ

歳

月

が

か

か

る

。

 

そ

の

歳

月

の

長

さ

を

自

覚

し

な

が

ら

、

そ

れ

で

も

生

を

得

た

者

と

し

て

、

周

囲

の

人

た

ち

と

前

向

き

に

生

き

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

俳

人

と

し

て

言

葉

を

持

と

う

と

す

れ

ば

す

る

ほ

ど

、

現

実

の

大

き

さ

に

押

し

戻

さ

れ

て

し

ま

う

。

い

っ

そ

言

葉

を

持

た

な

い

方

が

楽

か

も

し

れ

な

い

。

そ

の

よ

う

な

葛

藤

の

途

中

で

訪

れ

た

、

あ

る

日

の

虚

脱

し

た

よ

う

な

茫

然

自

失

と

し

た

一

俳

人

と

し

て

の

表

情

が

こ

の

句

に

深

く

刻

ま

れ

て

い

る

よ

う

な

気

が

す

る

の

で

あ

る

。

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

八

）

■

 

 
ガ

ザ

空

爆

飯

を

喰

う

手

は

ど

っ

ち

だ 
 

中

内

亮

玄 

（

句

集

『

蒼

の

麒

麟

騎

士

団

』
・

孤

尽

出

版

）

 

  

昨

年

、
現

代

俳

句

協

会

新

人

賞

を

受

賞

さ

れ

た

と

き

に

、

一

読

印

象

の

深

か

っ

た

一

句

。

今

回

、

こ

の

句

も

収

録

し

た

句

集

を

刊

行

さ

れ

た

。
「

空

爆

」
と
「

飯

喰

う

手

」
と

の

言

葉

間

の

落

差

も

大

き

く

、

尖

鋭

的

と

言

っ

て

も

思

索

性

も

深

い

の

が

特

色

で

あ

る

。

 

 

「

ガ

ザ

空

爆

」

と

い

う

の

は

、

言

う

ま

で

も

な

く

、

イ

ス

ラ

エ

ル

に

よ

る

再

三

の

パ

レ

ス

チ

ナ

自

治

区

ガ

ザ

へ

の

空

爆

の

こ

と

。

イ

ス

ラ

エ

ル

と

パ

レ

ス

チ

ナ

の

勢

力

不

均

衡

は

一

目

瞭

然

で

、

空

爆

の

被

害

は

数

多

く

の

市

民

に

も

も

ち

ろ

ん

及

ん

だ

。

だ

が

、

作

者

は

安

易

に

偽

善

的

な

平

和

主

張

の

押

し

つ

け

は

し

な

い

。

政

治

的

主

張

を

短

絡

的

に

述

べ

る

だ

け

な

ら

ば

、

ス

ロ

ー

ガ

ン

的

な

句

に

陥

る

。
 

 

こ

の

句

の

解

釈

は

二

通

り

あ

ろ

う

か

。

第

一

は

、

日

々

の

「

ガ

ザ

空

爆

」

の

ニ

ュ

ー

ス

に

接

し

な

が

ら

、

自

分

自

身

の

日

常

生

活

を

顧

る

と

、
「

箸

の

持

ち

手

は

右

か

左

か

」

な

ど

生

死

の

一

大

事

と

は

ま

る

で

離

れ

た

煩

瑣

的

な

事

に

拘

泥

し

て

い

る

。

そ

の

通

俗

的

な

あ

り

方

の

自

分

を

、

自

嘲

気

味

に

描

い

て

い

る

と

い

う

解

釈

で

あ

る

。

 

 

他

方

、

こ

れ

と

通

底

し

な

が

ら

、

も

う

一

つ

踏

み

込

ん

だ

解

釈

も

あ

ろ

う

。

想

像

力

を

駆

使

し

て

、

ガ

ザ

空

爆

を

続

け

て

い

る

爆

撃

手

に

突

然
「

飯

を

喰

う

手

は

ど

っ

ち

だ

」

と

問

い

か

け

て

み

る

と

い

う

設

定

で

あ

る

。

こ

の

虚

を

突

く

問

い

に

、

爆

撃

手

は

即

答

で

き

ま

い

。

異

常

な

空

爆

の

中

で

、
「

手

」
は

い

つ

の

間

に

か

、
日

常

生

活

で

の

役

割

を

忘

れ

、

爆

撃

の

ボ

タ

ン

を

押

し

続

け

る

道

具

に

成

り

下

が

っ

て

し

ま

っ

た

の

だ

。

空

爆

に

集

中

す

る

あ

ま

り

、

日

常

性

の

根

っ

こ

と

で

も

い

う

べ

き

「

飯

を

喰

う

手

」

を

体

が

忘

れ

て

し

ま

う

と

は

何

事

か

。

お

ど

け

た

よ

う

な

問

に

よ

っ

て

、

ガ

ザ

空

爆

の

狂

気

が

如

実

に

浮

か

び

上

が

る

。

 

 

そ

ん

な

通

俗

的

な

役

割

さ

え

喪

失

し

た

爆

撃

手

の
「

手

」

に

よ

っ

て

軽

々

と

無

惨

に

殺

さ

れ

て

い

く

人

た

ち

の

痛

み

は

、

ど

う

や

っ

て

救

わ

れ

る

と

言

う

の

か

。

読

者

は

お

ど

け

た

よ

う

な

文

体

か

ら

、

そ

の

痛

み

の

構

図

を

さ

っ

と

感

じ

取

れ

る

は

ず

で

あ

る

。

 

 

今

回

の

句

集

で

は

、
次

の

一

句

に

も

新

た

に

注

目

し

た

。 

立

ち

葵

び

ら

び

ら

咲

け

ば

び

ら

び

ら

泣

く 
 

亮

玄

 

こ

の

作

者

の

通

俗

的

日

常

性

に

根

差

し

た

詩

的

発

想

に

は

、

雑

草

的

な

逞

し

さ

に

加

え

て

他

人

の

痛

み

へ

の

熱

い

共

感

性

が

伴

う

。

今

後

の

句

の

展

開

が

楽

し

み

な

次

世

代

作

家

の

登

場

で

あ

る

。

 

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

九

）

■

 

 
遥

か

な

る

十

字

架

に

裂

け

通

草

の

実 
 

有

馬

朗

人 

（

句

集

『

流

轉

』
・

角

川

書

店

刊

）

 

 

こ

の

句

は

二

〇

〇

六

年

作

。
「
天

為

」
の

錬

成

会

で

島

原

の

原

城

跡

を

訪

ね

た

と

き

の

作

だ

っ

た

と

記

憶

し

て

い

る

。

も

ち

ろ

ん

、
「

島

原

の

乱

」
の

悲

劇

の

地

で

あ

る

。
島

原

藩

の

苛

政

と

キ

リ

シ

タ

ン

弾

圧

が

引

き

金

に

な

っ

て

起

き

た

島

原

・

天

草

の

農

民

一

揆

は

、

少

年

天

草

四

郎

を

盟

主

と

し

て

真

冬

の

原

城

に

立

て

こ

も

る

。

そ

の

数

三

万

七

千

と

も

言

わ

れ

る

が

、

そ

の

中

に

は

老

人

や

女

性

・

子

供

も

多

数

含

ま

れ

て

い

る

。

一

方

、

幕

府

軍

は

十

二

万

五

千

と

言

わ

れ

、

キ

リ

シ

タ

ン

殲

滅

の

目

論

見

と

軍

勢

の

優

劣

は

明

ら

か

だ

が

、

一

揆

の

群

集

は

よ

く

耐

え

籠

城

戦

は

三

か

月

に

及

ん

だ

。

最

後

は

、

幕

府

軍

が

援

軍

オ

ラ

ン

ダ

船

か

ら

の

砲

撃

を

交

え

た

総

攻

撃

を

行

い

、

一

揆

軍

は

壊

滅

、

全

員

殺

さ

れ

た

と

さ

れ

る

。
（

異

説

も

あ

る

よ

う

だ

。
）

の

ち

の

発

掘

の

際

に

、

空

壕

跡

な

ど

に

ロ

ザ

リ

オ

や

十

字

架

な

ど

と

共

に

人

骨

が

無

数

に

見

つ

か

っ

た

。

私

た

ち

が

吟

行

し

た

と

き

に

は

、

本

丸

跡

の

秋

空

の

高

い

所

に

十

字

架

が

建

て

ら

れ

て

い

た

。

こ

の

悲

劇

を

ど

う

詩

的

に

詠

め

る

か

大

変

悩

ん

だ

吟

行

会

で

あ

っ

た

。

ど

う

詠

ん

で

も

散

文

的

で

、

人

骨

・

島

原

・

天

草

四

郎

・

ロ

ザ

リ

オ

・

ク

ル

ス

・

オ

ラ

シ

ョ

・

砲

撃

・

城

等

々

、

単

語

が

脈

絡

な

く

躍

り

合

っ

て

出

没

す

る

だ

け

で

、

求

心

力

あ

る

語

が

い

っ

こ

う

に

現

れ

な

い

。

後

日

必

死

に

推

敲

を

重

ね

た

も

の

の

、

句

集

に

は
〈

幻

の

城

ロ

ザ

リ

オ

に

顕

ち

露

う

ご

く

〉
〈
ロ

ザ

リ

オ

の

呼

び

だ

す

城

や

雁

来

紅

〉〈
万

骨

の

オ

ラ

シ

ョ

に

月

や

亡

き

城

に

〉
の

み

収

録

と

い

う

不

本

意

な

結

果

に

終

わ

っ

た

。

昔

の

悲

劇

の

イ

メ

ー

ジ

作

り

に

走

り

、

一

句

と

し

て

の

隠

喩

性

や

象

徴

性

に

至

っ

て

な

い

の

で

あ

っ

た

。

 

 

だ

か

ら

、

そ

の

夜

の

句

会

で

冒

頭

掲

出

の

句

に

出

合

っ

た

時

、

こ

の

句

の

象

徴

性

に

あ

っ

と

息

を

呑

ん

だ

。

城

址

の

空

に

実

際

に

懸

か

っ

て

い

た

十

字

架

、

そ

し

て

歩

き

な

が

ら

見

つ

け

た

通

草

の

実

。

こ

の

二

つ

の

素

材

だ

け

で

、

一

揆

の

民

の

崇

高

な

信

仰

心

と

、

無

惨

に

裂

か

れ

た

人

々

の

命

が

、

澄

み

き

っ

た

秋

の

空

気

の

中

に

く

っ

き

り

と

描

き

出

さ

れ

て

い

る

。

季

語

の

「

通

草

の

実

」

は

澄

ん

だ

秋

空

を

呼

び

出

し

、

心

の

中

の

遥

か

な

高

み

を

も

引

き

寄

せ

た

の

で

あ

る

。

 

 

前

書

は

な

い

の

で

、

解

釈

を

島

原

に

限

定

す

る

必

要

は

な

い

。

だ

が

、

こ

の

句

の

悲

劇

性

は

紛

れ

な

く

伝

わ

っ

て

く

る

。

俳

句

形

式

の

中

で

、

歴

史

と

い

う

眼

前

に

は

見

え

な

い

世

界

を

い

か

に

端

的

且

つ

詩

的

に

編

み

直

す

か

。

こ

の

句

か

ら

学

ん

だ

こ

と

は

大

き

い

。

 



■

続

・

ら

く

だ

日

記

（

十

）

■

 

 
飯

田

蛇

笏

忌

大

露

の

深

空

よ

り 
 

飯

田

龍

太 
 

（

昭

和

五

十

三

年

作

・

句

集

『

今

昔

』

立

風

書

房

刊

）

 

  

学

生

の

時

た

っ

た

一

度

「

雲

母

」

の

大

会

に

参

加

し

た

こ

と

が

あ

っ

た

が

、

そ

の

時

に

発

表

さ

れ

た

句

。

当

時

の

龍

太

は

、
〈

葱

抜

く

や

春

の

不

思

議

な

夢

の

あ

と

〉
〈

瀧

音

の

鼓

(

こ

)

に

の

る

月

の

花

辛

夷

〉
〈

山

越

え

て

刻

の

あ

と

ゆ

く

春

の

風

〉
〈

遠

山

火

寝

息

生

絹
(

す

ず

し

)

の

ご

と

く

ゆ

れ

〉
〈

裏

木

戸

の

音

の

彼

方

へ

天

道

虫

〉
な

ど

、
言

葉

捌

き

の

華

麗

な

句

を

毎

月

発

表

し

て

い

た

。

そ

の

龍

太

を

見

た

か

っ

た

の

だ

。

大

会

の

時

、

上

掲

の

句

は

多

く

の

票

を

集

め

た

が

、

私

は

言

葉

が

頑

張

り

す

ぎ

だ

、

と

パ

ス

し

て

し

ま

っ

た

。
「
蛇

笏

忌

や

露

の

ひ

し

め

く

甲

斐

の

空

」
く

ら

い

を

求

め

て

い

た

の

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

龍

太

の

「

露

」

の

句

と

言

え

ば

、

代

表

句

は

〈

三

伏

の

闇

は

る

か

よ

り

露

の

こ

ゑ

〉
〈
鶏

鳴

に

露

の

あ

つ

ま

る

虚

空

か

な

〉
の

二

句

だ

と

思

う

が

、

蛇

笏

忌

の

十

月

に

な

る

と

思

い

出

さ

れ

る

の

は

、

こ

の

「

大

露

の

深

空

」

の

句

な

の

で

あ

る

。

ど

う

い

う

こ

と

で

あ

ろ

う

か

。

 

も

と

よ

り

龍

太

に

と

っ

て

は

〈

露

の

村

墓

域

と

お

も

ふ

ば

か

り

な

り

〉

の

通

り

、

初

期

よ

り

「

露

」

は

死

と

親

し

き

季

節

現

象

で

あ

っ

た

。
「
露

」
は

甲

斐

の

山

河

い

ち

め

ん

に

し

っ

と

り

と

輝

き

、

浄

土

へ

と

経

巡

る

祖

た

る

血

脈

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

だ

が

、

先

の

句

で

は

「

飯

田

蛇

笏

忌

」

と

大

き

く

打

ち

出

し

た

勢

い

に

、
「

露

」

は

寸

時

に

「

深

空

」

に

映

し

出

さ

れ

て

し

ま

っ

た

。
「

露

」

は

須

臾

に

し

て

乾

坤

に

行

き

渡

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

空

の

深

み

か

ら

「

飯

田

蛇

笏

忌

」

が

降

臨

し

て

く

る

気

配

が

生

ま

れ

た

。

不

可

視

の

忌

日

が

燦

然

と

匂

い

立

つ

よ

う

で

は

な

い

か

。

 

「

露

ひ

ら

く

」
「

露

し

げ

き

」
「

露

ひ

し

め

く

」

な

ど

の

形

容

語

と

の

連

結

で

は

、

分

か

り

や

す

い

が

説

明

的

で

「

大

露

」
と

い

う

名

詞

の

持

つ

濃

密

さ

と

引

力

は

出

な

い

。
「
飯

田

蛇

笏

忌

」
「

大

露

」
「

深

空

」

と

、

立

て

続

け

に

大

見

得

を

切

っ

た

よ

う

な

句

だ

が

、
関

係

性

は
「

の

」
「

よ

り

」
の

み

で

示

唆

し

、

あ

と

は

作

者

は

何

も

言

わ

な

い

。

そ

の

結

果

、

露

の

ひ

し

め

く

空

の

深

み

か

ら

「

飯

田

蛇

笏

忌

」

が

現

れ

る

。

も

ち

ろ

ん

こ

の

句

の

力

み

や

誇

張

性

を

無

条

件

に

肯

う

わ

け

に

は

い

か

な

い

が

、

昨

今

、

感

覚

を

腕

づ

く

で

押

し

出

そ

う

と

す

る

あ

ま

り

、

つ

い

つ

い

説

明

過

剰

に

陥

っ

て

し

ま

う

我

が

句

を

猛

省

し

つ

つ

、

省

略

し

き

っ

た

こ

の

句

の

不

思

議

な

強

さ

と

懐

か

し

さ

を

感

じ

る

の

で

あ

る

。

人

界

を

包

み

込

む

大

ら

か

で

鮮

烈

な

空

無

の

世

界

が

こ

こ

に

あ

る

と

言

っ

た

ら

言

い

過

ぎ

だ

ろ

う

か

。

 


